
 

 

 

 

 

 

           元気・協力・絆 
                                  校長 渡邊 勝利 
梅雨本番です。雨は少ないですが、鬱陶しいじめじめした日が続きますね。この時期の梅雨を

表す言葉に「送り梅雨」があります。梅雨の終わりによくある大雨で、集中豪雨や土砂災害の原
因になることもあります。しかし、この時期を乗り越えると、本格的な夏の訪れとなります。１日でも
早く梅雨を送り出し、気持ちのよい青空が見られることを楽しみにしたいと思います。 

 
さて、６月にスポーツフェスティバルが行われました。今年のスローガンは、「元気・協力・絆」で

す。このスローガンのように、全児童生徒が元気いっぱい、みんなと共に頑張る姿が見られました。
そして、多くの保護者や地域の皆様の拍手や声援に包まれた温かな会になりました。ほんの一
部ですが、当日の様子を紹介します。 
【小学部低学年】 
目標は「元気」。目標どおり、元気いっぱい笑顔いっぱいのスポーツフェスティバルになりまし

た。「さくら草サーキット」では、全身で、揺れや振動、スピードの変化、物が命中する楽しさなどを
感じることができました。一人ひとりが主役となり、笑顔が多く見られました。「親子ダンス」では、
先生や友だち、保護の皆様との触れ合いが生まれ、大きな拍手に包まれました。 
【小学部高学年】 
「運動会の歌」からスタート。みんなで歌い盛り上がりました。「障害物競走」では、ガタガタ道

を乗り越えたり、ウォーカーで歩いたり、ボールを蹴ったり、ひもを引っ張ったり、一人ひとりの方法
で一生懸命取り組む姿が見られました。「借り人競争」は、くじに書かれたお題に当てはまる人を
会場の中から探して連れてくる競争です。会場が一体となり、みんなで声を掛け合い助け合う姿
が印象的でした。 
【中学部】 
目標は「絆」。「綱引き」では、みんなで気持ちを揃え、綱をゴールまで引くことができました。

大きな掛け声により気持ちを一つにすることで、力を発揮することできました。「ピン倒し大合戦」
では、一人ひとりに応じた投げ方や倒し方を工夫し、練習時を大きく上回るピンを倒しました。多
くの拍手や声援をもらい、目標の絆を深めることができました。 
【高等部】 
メンフクロウの「エッホエッホ」からのスタート。馴染みの曲で笑顔を見せる生徒もいました。

「親子体操」では、親子で触れ合い、和やかな雰囲気となりました。「カロリング」は３チームに分
かれての競技です。生徒・教員・保護者と協力し、作戦を練り、投じる姿は真剣そのものです。熱
い闘いの中でも、励まし応援する姿に包まれた素敵な会になりました。 
  
早いもので、１学期も残すところ後３週間となりました。保護者や地域の皆様には、様々な場面

でご理解とご支援をいただき感謝申し上げます。夏休みを迎える頃には、本格的な夏の暑さが
予想されます。ご自愛ください。 
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【学校運営協議会について】 
６月１８日（水）に「令和７年度第 1回学校運営協議会」が開催されました。本校の協議会は、

地域住民、保護者、学識経験者、関係行政機関職員、学校職員の計１６名で構成されています。
今年度の学校経営方針や学校自己評価システムシートについて説明し、協議会から承認されま
した。また、今年度の重点目標の１つである「他者との関わりを大切にする児童生徒の育成」の
具現化に向けて、学校・家庭・地域・関係機関でできることについて話し合いました。委員の皆様
から次のような意見がありました。 
・小さなコミュニティからできることを始め、段階的に世界を広げていく。 
・あいさつや共同制作、文通、掲示物などを通しての交流を進めていく。 
・継続性のある学校行事や活動を実施する。 
・自分の思いをそれぞれの方法で表現し、相手に届ける活動を実施する。 
  11月の第 2回学校運営協議会で、具体的な取組についてまとめ、 
新たな施策を実施する予定です。 
 

 

 

 




